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さ
よ
う
な
ら
仙
崎
渡
船

四
月
か
ら
民
営
で
再
登
場

長
い
間
み
な
さ

ん
に
ご
利
用
い
た

だ
い
た
、
市
営
仙

崎
渡
船
は
、
三
月

三
十
一
日
で
廃
止

い
た
し
ま
す
。

廃
止
し
た
理
由

は
、
青
海
大
橋
が

で
き
て
か
ら
、
青

海
地
区
の
一
部
の

人
を
除
い
て
は
、

渡
船
を
利
用
す
る

人
が
な
く
な
っ
た

た
め
。

現
在
、
お
手
も

と
に
こ
の
回
数
券

が
あ
れ
ば
、
四
月

一
日
か
ら
四
月
三

十
日
ま
で
の
間
、

仙
崎
支
所
で
買
戻

し
を
し
ま
す
。

な
お
、
青
海
地

区
の
人
の
た
め
に

四
月
か
ら
は
、
民

営
で
再
登
場
の
予
定
。

（
写
真
は
、
今
月
で
お
別
れ
の

市
営
仙
崎
渡
船
。
）

春
の
防
犯あ れ こ れ

あ
た
た
か
い
春
の
日
ざ
し
は
、

人
々
を
戸
外
へ
さ
そ
い
、
谺
も
心

も
解
放
的
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
チ
ョ
ツ
ト
お
待
ち
に

な
っ
て
、
お
出
か
け
に
な
る
前
に

ぜ
ひ
次
の
事
項
を
お
読
ム
く
だ
さ

い
。悔

い
は
残
る

家
族
そ
ろ
つ
て
の
行
楽
も
多
く

な
り
ま
す
が
、
忘
れ
が
ち
な
の
が

戸
締
り
。

チ
ョ
ツ
ト
の
間
で
も
、
戸
締
り

は
こ
ま
め
に
し
ま
し
よ
う
。

ど
ろ
ぼ
う
に
入
ら
れ
た
被
害
者

の
半
数
以
上
は
、
カ
ギ
を
か
け
忘

れ
た
家
庭
で
す
。

花
見
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
人
に
か
ら
な
、

い
や
か
ら
こ
と
を
わ
ざ
と
す
る
、

婦
人
を
か
ら
か
う
な
ど
、
迷
惑
や

不
愉
快
べ
お
も
い
を
す
る
ほ
ど
、

シ
マ
ク
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

迷
惑
行
為
や
小
暴
力
な
ど
見
た

り
知
っ
た
ら
ど
し
ど
し
警
察
へ
届

け
ま
し
よ
う
。

金
は
肌
身
に
つ
け
て

サ
イ
フ
を
買
物
カ
ゴ
や
ズ
ボ
ン

の
う
し
ろ
ポ
ケ
ツ
ト
に
入
れ
て
い

る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ス
リ
や
ヒ
ツ
タ
ク
リ
り
は
も
づ

て
こ
い
の
し
ま
い
方
で
す
。

外
出
す
る
と
き
は
、
余
分
な
金

は
持
ち
歩
か
な
い
こ
と
。

サ
イ
フ
は
さ
わ
ら
れ
て
も
、
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
に
身
に
っ
け
て
お

く
に
限
り
ま
す
。

市
営
住
宅
補
欠

入
居
者
を
募
集

４
月
８
日
ま
で
に

市
内
に
あ
る
市
営
住
宅
の
補
欠

入
居
者
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま

す
。

・
申
込
み
期
限

４
月
８
日
ま
で
に
、
財
政
課

か
各
支
所
に
あ
る
用
紙
と
給
与

証
明
書
を
つ
け
て
、
財
政
課
か

お
近
く
の
支
所
へ
。

・
入
居
の
資
格

市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
の

あ
る
人
で
、
同
居
し
よ
う
と
す

る
人
が
あ
り
、
独
立
の
生
計
を

営
み
、
現
在
住
宅
に
困
つ
て
い

る
方
。

・
家
賃

一
種
住
宅
　
一
二
〇
〇
円
か
ら

二
五
〇
〇
円

二
種
住
宅
　
九
〇
〇
円
か
ら
二

〇
〇
○
円

・
住
宅
の
所
在
地

市
内
に
あ
る
市
営
住
宅
全
域

・
そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
は
、
財
政
課

管
財
係
へ
お
た
ず
ね
の
こ
と
。

四
月
は

子
ど
も
を
交
通
事
故

か

ら

守

る
月

四
月
一
日
か
ら
月
末
ま
で
は
、

「
児
童
、
幼
児
の
交
通
事
故
防
止

月
間
」
で
す
。

新
入
学
児
童
や
幼
稚
園
児
を
主

体
に
、
お
そ
ろ
し
い
交
通
事
故
に

あ
わ
せ
な
い
よ
う
に
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
指
導
す
る
も
の
。

こ
の
期
間
中
は
、
保
護
者
は
も

ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
大
人
は
、
次

の
こ
と
を
守
り
、
一
人
も
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
よ

愛
の
よ
び
か
け

小
さ
い
お
子
さ
ん
は
、
交
通
に

つ
い
て
の
危
険
度
や
判
断
力
に
と

ば
し
い
の
で
、
道
路
上
で
危
険
な

遊
び
を
し
て
い
る
子
を
見
か
け
た

ら
そ
の
場
で
や
さ
し
く
愛
の
よ
び

か
け
を
し
よ
う
。

た
と
え
ば

「
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
、
や
め

ま
し
よ
う
ね
」

「
道
路
で
遊
ぶ
と
、
危
険
で
す
よ

」
「
左
右
を
よ
く
た
し
か
め
て
か
ら

わ
た
り
ま
し
よ
う
」

幼
児
の
ひ
と
り

歩
き
は
さ
せ
な
い

小
さ
い
お
子
さ
ん
は
、
か
な
ら

ず
、
大
人
が
っ
き
添
っ
て
歩
行
さ

せ
る
。安

全
な
通
行

昨
年
中
、
県
内
で
発
生
し
た
、

幼
児
、
学
童
の
交
通
事
故
の
お
も

な
原
因
は

・
車
の
す
ぐ
前
や
、
後
か
ら
飛
び

出
し
た
。

・
道
路
を
斜
め
に
横
断
し
た
。

・
横
断
歩
道
が
あ
る
の
に
通
ら
な

か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
見

か
け
た
ら
や
さ
し
く
さ
と
し
て
や

り
ま
し
よ
う
。

正
し
い
自
転
車
の
通
行

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
は
、

登
下
校
時
よ
り
も
、
下
校
後
や
休

日
な
ど
に
多
く
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
自
転
車
に
乗
る
前
に
、
次
の

こ
と
を
か
な
ら
ず
注
意
す
る
よ
う

子
ど
も
た
ち
に
し
つ
け
を
し
て
お

き
ま
し
よ
う
。

○
左
右
に
曲
が
る
と
き
は
、
合
図

す
る
。

○
乘
る
前
に
ブ
レ
ー
キ
や
ベ
ル
な

ど
を
よ
く
点
検
し
、
不
備
な
も

の
に
は
乘
ら
な
い
。

○
せ
ま
い
道
路
か
ら
、
広
い
道
路

に
出
る
と
き
は
、
一
時
と
ま
づ

て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
か

○
夜
間
乘
る
と
き
は
、
必
ら
ず
燈

火
を
つ
け
る
。

○
道
路
で
練
習
さ
せ
な
い
。

○
二
台
以
上
並
ん
で
走
ら
な
い
。

犬
の
登
録
と
注
射

四
月
四
日

（
月
）

九
、
呂
１

九
、言
　

小
原

バ
ス
停
前

九
、昆
ｌ

Ξ
、呂
　

木
津
バ
ス
停
前

Ξ
、
Ｓ
Ｉ

Ξ
、昆
　

郷
集
会
所

Ｓ

、吾
一

二
、吾
　

俵
山
支
所

一
气
呂
１
一
四
、呂
　

熊
野
神
社
下

一
四
、一
石
－

一
四
、呂
　

下
安
田
集
会

所

Ｅ
、
呂
一

一
气
言
　

七
重
区
長
宅
前

四
月

五
日
（
火

）

一
一
、
呂
一

一
二
一
石
　

市
の
尾
公
会
堂

、コ

、ｇ
－

三
、呂
　

瀬
戸

バ
ス
停
前

三
、
呂
一

一
四
、
言
　

農
協
湯
本

支
所
横

一
四
、昆
－

一
气
呂
　

河
原
公
会
堂

Ｅ
、一石
１

Ｅ
、昆
　

殿
台
公
会
堂

四
月
六
日
（
水
）

九
、一Ｓ
－

Ξ
、
呂
　

板
持
区
公
会
堂

Ξ
、言
１
Ξ
、吾
　

上
ノ
原
公
会
堂

一
一
、
Ξ
ｌ
一
一
、一
己
　
境
川
バ
ス
停
前

Ξ
、言
一
一
四
、呂
　

飯
山
八
幡
宮
下

一
四
、
Ｓ
－
一
六
、呂
　

中
央
公
民
館

中
庭

四
月
七
日
（
木
）

Ξ
、
呂
－

Ξ
、
言
　
田
屋
公
会
堂

Ξ
、
言
一
一
一
、
呂
　
仙
崎
公
民
館

一
一
、
Ξ
一
一
气
吾
　

白
方
長
谷
川
半

一
氏
宅
前

一
气
呂
ｌ
一
四
、一８
　
仙
崎
支
所

一
四
、
昆
－

一
气
呂
　

今
浦
町
渡
船
場

Ｅ
、一８
１
一
六
、呂
　

大
泊
渡
船
場
（

学
校
前
）

四
月
九
日
（
土
）

一
二
言
－

Ξ
、呂
　

通
　

支
所

料
金

登
録
代
　
　
　
三
〇
〇
円

注
射
代
　
　
　

二
〇
〇
円

注
射
済
票

・
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

国
民
金
融
公
庫
の

金
利
が
さ
が
り
ま
す

国
民
金
融
公
庫
の
利
率
が
、
四

月
一
日
か
ら
安
く
な
り
ま
す
。

最
高
限
度
　
個
人
法
人
と
も
三
〇

〇
万
円

利
　
率
　
　
普
通
貸
付

年
八
分
四
厘

く
わ
し
い
こ
と
は
、
長
門
商
工

会
議
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出
張
労
働
基
準
監
督

署
毎
月
第
二
火
堀
日

萩
労
働
基
準
監
督
署
は
、
長
門

市
内
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、
出

張
相
談
日
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ひ
ら

き
ま
す
。

（
と
　
き
）

毎
月
第
二
火
曜
日

午
前
十
時
ｌ
午
後
三
時

（
と
こ
ろ
）

長
門
市
役
所
市
民
相
談
室
（
一

階
）

（
相
談
内
容
）

労
働
基
準
監
督
署
の
手
続
き
関

係
や
相
談
ご
と
な
ど
。

通
渡
船
の
料
金
改
正

四
月
一
日
か
ら
予
定

昨
年
九
月
の
定
例
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
、
市
営
通
渡
船
の
料
金

改
正
は
、
運
輸
大
臣
の
認
可
を
と
り
こ
と
し
の
四
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
改
正
後
の
料
金
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

通
ー
仙
崎
間

大
人
　
　
　
　
　
五
〇
円

小
人
　
　
　
　
　
二
五
円

通
学
定
期
　
　
五
〇
〇
円

通
勤
定
期
　
一
一
〇
〇
円

普
通
定
期
　
一
五
〇
〇
円

通
ー
大
日
比
・
大
日
比

ー
仙
崎
間
（
い
ず
れ
も
）

大
人
　
　
　
　
　

二
五
円

小
人
　
　
　
　
　

一
五
円

通
学
定
期
　
　
二
五
〇
円

通
勤
定
期
　
　
五
五
〇
円

普
通
定
期
　
　
七
五
〇
円

（
定
期
券
は
い
づ
れ
も
１
ヵ
月
分
）

住
宅
資
金
の
貸
付

（
種
類
）

①
個
人
住
宅

②
農
山
漁
村
住
宅

③
住
宅
改
良

（
受
付
け
）

①
は
、
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま

で
②
は
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
十

日
ま
で③

は
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
卜

日
ま
で
。

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
山
口
銀
行

支
店
か
県
信
連
支
所
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

母
親
学
級
が
開
催

長
門
保
健
所
が
、
四
月
か
ら
毎

週
木
曜
日
に
母
親
学
級
を
ひ
ら
き

ま
す
。

近
く
お
か
あ
さ
ん
に
な
ら
れ
る

方
な
ど
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

受
講
ご
希
望
の
方
は
、
四
月
十

日
ま
で
に
長
門
保
健
所
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
（
申
込
み
は
電
話

で
も
よ
い
）

老
人
家
庭
奉

仕
員
を
募
集

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

こ
と
し
の
四
月
か
ら
老
人
家
庭
へ

の
奉
仕
事
業
を
は
じ
め
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
す
い
、
心
身
の
障

害
な
ど
の
た
め
に
日
常
の
生
活
が

不
自
由
な
要
保
護
老
人
世
帯
へ
、

介
護
、
相
談
助
言
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
無
料
で
し
よ
う
と
す
る
も
の

こ
の
奉
仕
員
を
次
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
　
一
名

応
募
資
格

イ
市
内
に
居
住
す
る
心
身
と
も

健
康
な
年
令
お
お
む
ね
三
十

五
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
女

性
。

口
老
人
福
祉
に
強
い
関
心
と
熱

意
の
あ
る
こ
と
。

（
家
事
介
護
の
経
験
と
相
談
助

言
の
能
力
が
あ
る
こ
と

給
　
与
　
　
月
一
万
五
千
円

申
込
み
期
限

三
月
末
日
ま
で
に
、
履
歴
書

一
通
を
そ
え
、
市
福
祉
事
務

所
へ
。

た
ば
こ
は

市
内
で

買

い
ま

し

よ

う
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